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第I章意識について
1. 意識とは何か
人間は人間らしく生きている限り、無意識か
ら覚醒まで、意識水準に程度の差はあるが、眠
っている時を除けば、いつでも、意識している
といえる。
意識とは、 「私には、今やっていることが、
自分に分かっていることで、これを、私には意
識があるという。すなわち、自分自身の精神状
態の直観を意識という」（宮城音弥編 岩波小辞
典心理学第三版）
これによると、「自分の心の状態一意」が「自
分に分かっている一識」ことである。つまり、
「意識」とは「自己」を識ること、すなわち、
「自意識」または「自覚」ということになる。
「凡そ活きている者が求めるものは、希望であり、
犬でも活きていれば、獅子にまさる。生きている
者は、自分が死ぬことを知っている。しかし死ん
だ者は、何の意識もなく、彼等はも早や報いを受
けることはない。なぜなら彼等の記憶は忘れ去ら
れたからである。」（伝道の書 9•4-5)
「自分が死ぬことを知ること」は、今、生き
ていることを知り、自己を知ることであり、そ
れは、意識しているということである。 「人間
は生きていることを自覚して、生きることに積
極的にかかわっている。その為に人間は自分の
行為を意識に表象として記録し、それによって
行為自体に対し知的制御を加える機構を備えて
いる。意識に投影された表象は、こうして自己
確認、自己制御のためにつくり出されたもので
ある（木村敏：「自己• あいだ・時間」）。
2. 意識の三様態
人間の意識活動は、自然の生命力に支えられ
た低い水準（感知）から、精神力に支えられた
高い水準（自覚ー自己意識）に高まるが、その
間には、次の三つの「意識の様態」が存在する。
(1)動物が敵に対して、いつでも跳びかかれるよ
うになっている「待機」（見張り）の状態(vigi-
lance)。人間の理性的精神活動（意識）は「視
床下部」（動物の脳）から始動する動物的本能
的行動によって賦活される。
(2)環境にある対象に気づくことができるという
動物の持つ特質ー感知(awareness)。
(3)考え（思考）たり、感じ（知覚）たり、意志
（情動）したりする「存在」として自已を知
ること（自意識）(consciousness)。
ャスパース(Jaspers,K.)による人間の意識の三
区分は上に述べた意識の三様態にあたり、次の
ようになる。 (Karl Jaspers: Allgemeine Psycho-
pathologie, 1913, 内村他訳：「精神病理学総論」
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3巻、岩波、 1953-56)
(1)覚醒 生理学で云う賦活ー大脳の正常な活気
ある状態ー、感覚刺激と結合していると見な
される、脳皮質反応の全般に広がった状態で
ある。脳幹網様体からの求心神経の活性化の
作用による。脳幹（生命の脳）は覚醒ホルモ
ンを分泌し、大脳皮質（人間の脳）を賦活す
る。
大脳皮質
図1 脳幹と脳幹網様体賦活系
身体の感覚器官は、脳の感覚中枢に、脊髄から上
へ延びる経路によって結合する。この経路は脳幹網
様体の中へ枝分かれしている。脳幹網様体は大脳皮
質の全般的活動を賦活し、意識の覚醒水準の保持に
重要な役割を演ずる（マグーン）。脳幹網様体は陰影
をつけた部分
R.M.Goldenson (Ed.) : Longman Dictionary of Psycho!-
ogy and Psychiatry. 1984 
感性外発的
(2)対象意識—自我と対象の間に分離の無い無
自覚な意識
(3) 自己意識—自己反省、自己自身の認識（自
己直観）
この(2)と(3)とを短く纏めれば、意識とは、「自
分の置かれている現実を経験し」 (2)、 「その自
分を認識（自己意識）する」 (3)、自発的な知的
能力である。
意識とは、言い換えれば、何かの対象（他者）
との関係にある自分自身のことが、直接、自分
に分かっていることである。この分かっている
という意識は対象（他者）を感知している「対
象意識」であると同時に自己の自覚、すなわち
「自己意識」でもあるのだ。従って意識には意
識される対象（客体）と意識する対象（主体）
とが存在する。自覚している「自己意識」とは、
主体（自己）が客体化（対象化）されることで
ある。つまり、自己である「主体」が自己であ
る「客体」を意識することなのである。
3. 自己触発される自己
こういう訳で、人間の意識の本質となる特徴
は、 「自覚、自己意識」にあると言えよう。人
間の精神は生きているかぎり、絶えず自己を取
り巻くもの、対象によって感性的に触発されね
ばならない。しかし、自己は自己自身によって
も触発（自己触発）され、意識されていること
を、忘れてはならない。かくて、 「自己」は、
エロスの世界 意識の世界 ロゴスの世界
図2 意識の世界
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人間の「悟性」（ロゴス）的「生」からのみ与え
られる自由な精神の生み出すものであることが
わかる。
人の意識過程においては、感性と悟性とが相
補いあって働き、認識作用は完全になる。
感性は対象に触発され、直接に表象を受け入れ
る「受容的能力」であるが、悟性（ロゴス）は
「自発的な思惟能力」である。悟性は概念を用
いて判断する能力によって感性の多様性を総合
し統一する。これによって、認識は完全になる。
4. 意識と言葉
人間が病理的に周囲との接触を絶った状態を、
「失神」とか「昏睡」という。この状態、 （虚
ろな眼つき、無表情、無欲）では、患者はどの
ような方法でも、人に「話し掛けよう」とはし
ない。
意識喪失を見分ける手段として患者に種々の
刺激を与える。言語刺激（命令、質問その他）
や物理的刺激（痛覚を与える等）である。それ
に対して患者は適切な反応—言語反応（応
答）や運動反応（回避）—をすれば良いのだ
が、患者の反応は様々である。しかし、その反
応の出方によって意識喪失の有無、意識水準の
程度が分かる。
痛覚に対して全く運動反応の無いことは、最
低の程度の意識水準を示すものである。逆に言
葉による簡単な命令を実行し得ることは、最高
の意識水準を示すものである。人の意識水準の
高さを証明するのは、 「言語刺激に対する言語
他者
反応」である。つまり、対話ができることであ
る。言葉によるコミュニケーションは最高水準
の意識における活動である。
5. 独り言一考え言葉一の発達と自己
形成
子どもは、学童期に達する前に、ピアジェ (J.
Piaget)が集団独語 (monologue collective) と
呼ぶ奇妙な言語を使用する変革期を経て、 「自
分のための言葉」と「他者のための言葉」とを
使い分けることが出来るようになる。前者は、
「自分が自分に語ること」（自己制御）によって、
「心に思うこと」を纏める（定式化）ための言
葉（内言語）であり、後者は「心に思うこと」（思
想）を「自分が他者に伝える」ための言葉（外
言語）である。 「自分が自分に語る」言葉一考
え言葉（内語）一の発達は、子どもの「自己形
成」に重要な役割を演ずる。
就学年齢の子供は、自分のやっていること、
やろうとすることを声を出しても、出さなくて
も、ゆっくりと自分に語るとき、鏡に映る自分
の姿のように語る自分を知る。
語る自分を「聴く」一意識する一ようになる。
こうして自分の思うことを考えながら、ゆっ
くり話すようになると、子どもは、やがて話す
自分を、 「聴く」のではなく、外界（他者）の
声として「聞える」ようになる。
ー自己（主体）の他者（客体）化である一。
これは幼児の「脱中心化」(decentrisation)ー自
己中心の考え方から離れ、客観的に物ごとを見
図3 内語は対話を促進する
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図4 自己一他者の二重形成
るようになること一 (Piaget) によって理解し であり、対象意識を持っている。しかし、子ど
得る。子どもは、凡てのことを自分の身体と活 もは、 「自己に語り」、自己を他者 (alter) とし
動に結びつけて考えた、自己中心的状態から自
己の身体（自己）とは別にある、対象（もの）
や他者との客観的な関係を認めるようになった。
こうなると自分の思うことを考えながら、
ゆっくり話すとき、自分の声が他者の声として
「聞こえる」ように、対話においても、話し手
（他者）の声が聞こえる（理解する）ようにな
る。就学年齢前の子どもは対話において「自己
を語る」ように「他者を聴く」ようには言葉を
学んでいない。
自分の声を他者の声として聴くとき、つまり
自己の内に他者が「立ち現れる」とき、子ども
は真の自己、あるべき自己を見出す。他者(alter)
はもう一人の自己であり、その他者と共に新し
い自己が形成されたのである。そして、この自
己と他者とは相互依存・補完の関係にある（「自
己•他者説」 (Ego-alter theory)。フロイト (S.
Freud)は、生命力の源泉一愛情 (libido)一の
自己愛的自己(Narcissisticego)から愛情の対象
となる両親（他者 alter)への転移ーこれまで
自分自身に愛着していた嬰児は、今や自分自身
の代わりに他者を愛する一による他者と自己の
同時的、二重形成とした。自律的存在としての
自己の独立は子供の言語行動を一変させる。図
4 
(J.Piaget et B.Inhelder : La Psychologie de L'en-
fant, Presses universitaires de France,Paris,1966.) 
子どもは、自己の要求を充たすために「他
者に自己を語る」とき、無意識あるいは無自覚
て聴くとき、自己 (ego)は、もう一人の自已
ー自己自身ーを意識している（自己触発）。
この対話の相手は他者ではなくて、自己自身で
ある。それゆえ自己は自己自身を聴いている（自
已意識）。図2、3
子どもの独り言（内言語）は、「個人内対話」
であり、子どもを「他者・自己意識」に目覚ま
させる。 「無意識」から「意識」へ、 「対象意
識」から「自己意識」へと意識の水準を高める。
これによって子どもは外言語（個人間対話）が
自由に使えるようになる。子どもは「自己に語
り」、「他者を聴く」ことが出来るようになって、
初めて成人と自由なコミュニケーションに入る
ことができる。図3
第I章言葉と自己意識
1. 外言語と内言語
人間は人間として生きる限り、語ることによ
って、自己を意識する動物であり、意識は言語
によって保持される。
言葉は人間の行動調整のために必須の手段で
ある。人間は言葉によって外界（他者）との相
互作用を調整するが、また同時に内界（自己）
との関係をも調整する。
その際、他者との関係の調整（個人間コミュ
ニケーション）には、外言語が用いられ、自己
自身との関係の調整（個人内コミュニケーショ
ン）には内言語が用いられる。
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個人間コミュニケーションでは、言葉は、そ
れを語ること（外言）によって自己の思想を他
者に伝える手段となるのであるが、個人内コミ
ュニケーションでは、自己に語ること（内言）
によって自己の思想を顕在化する手段となる。
内言過程は思考過程と結合しているからである。
否、自己が自己に語る（内言）過程それ自体が
思考過程であり、それは、意識過程である (B.
F. Skinner : About Bihaviorism, Vintage Books, 
1976)。図1
かくて人間は、思考（内言）する主体として、
自己自身に対して、また、言葉（外言）を語る
主体として、他者に対し自己の存在を定立する
ことができる。これは言葉の「自己表出機能」
による。
2. 自己表出機能について
自己を表現するために他者の反応にほとんど
留意せず、自己の存在を自分自身と他者に向か
って断定する。そのために言葉を利用する場合
に、このことをマルティネ(A.Martinet)は「fonc-
tion d'exteriorisation」と定義しているが、 「言
葉の自己表出機能」、或いは「言葉の自己外面化
機能」といえるものである。この機能により、
人間は、言葉（外言）による他者との対話に際
しても、言葉を内的に使用（内言過程）して、
自己の考えを明確にして（思考過程）対話を支
持しつつ他者との対話を展開する。他方、他者
との対話（他者との出会い）は、自己に自己実
現、言い換えれば、自覚（自己意識）への契機
を与えるであろう。
3 . 対話は独り言ー自己への語りーか
ら始まる
対話 (dialogue)は、独り言 (monologue)で
ある。しかし、 「独り言」は舞台での役者の一
人芝居（独白）ではない。 「自己報告」であり、
「自己への呼びかけ」である5自己批判、自己
反省、自己嫌悪、自己説得、自己叱責、自己激
励、自己信頼。つまり「独り言」は、自己の自
己への語り、「自己対話」である。それは、「自
己」という、唯一かつ同一の人格が話し手と聴
き手の二役を演じて「自問・自答」を可能にす
るのである。こうして自己が自己に語る（独り
言）とき、言葉は自己存在を明確にする（言葉
の自己表出機能）。
対話は哲学の方法として重要であった。ソク
ラテス (Sokrates)は真理の探究ー無知である
ことを自覚させる一方法として相手との「対
話」（問答法一dialogos)をとった。プラトン(Pia-
ton)においては、 「イデア」(idea)-「真に存
在するもの (ontos on)、（永遠）の存在」ーを
認識させる方法として「自己の自己による問
答」「弁証法」(dialektike) となった。プラトンは、
思索とは魂が自己自身と無言で対話を交わすこ
とであると、くり返し云っている。かくて意識
は、自己が自己に語る一とき、自己に現れる。
一つの意味づけられた言葉（意味の記号化）は、
太陽が、小さな水滴の一つにも反映されるよう
に、人間の意識の小宇宙である。
第三章 言語行動のメカニズム
1. 脳と言葉と意識
「人間の脳が、大きくなったこと、と話し言
葉を使うようになったことが、人間を他の霊長
類から大きくひき離した。人間の脳は、人間の
大きさの霊長類のそれに比べて三倍も大きい。
ただ量的に大きいだけではない。大脳左半球が
非対称的に発達し、言語中枢ができ、抽象化（情
報化）が出来るようになった。人間の「脳」と
いう身体の器官は人間自身ー自己自身ーまでも
理解しようとする」と進化論者コルバリス (M.
C.Corbalis)は「意識」の問題でジレンマに、
陥った。ガラップ (Gallup,I 970)の霊長類を使
用した神経心理学的実験一鏡に映る自己の像に
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反応させる一の結果によると、自己自身の認知
（自己の観念を持つこと）には、類人猿を除い
て、低級霊長類と重度精神遅滞者（器質的欠陥
を持つ）には存在しない、複雑な脳の構造と無
数の神経結合と神経過程が必要なことが明らか
になった。とにかく、 「自己」経験は、脳の神
経過程と結合していると考えられる。
人間の脳の重さは、普通、 1400グラムに過
ぎないが、脳皮質にある 100億ないし 1000億
にも及ぶ数のニューロン（神経細胞）、その一つ
一つが最高 20万もの他のニューロンと情報を
交換するために、脳内には天文学的な数の神経
回路の網ーそれによって言葉が「学習（記憶）」
され、言葉が創られる一が造られる。人間は近
い将来、自分の脳を真似たコンピュータ (neu-
rocomputer)の開発に取り掛かるであろうこと
は間違いないが、とにかく、このような器官を
持つ生体は人間の他にはない。
最近の脳研究の飛躍的な発展によって情報処
理や行動するときの脳機能の仕組みや神経回路
を作る神経細胞の働きが詳しく分かるようにな
ってきた。それは、つまり「脳の働きが心をつ
くる」と云うことである。脳に外の世界からの
情報が入り、神経細胞が情報を処理し、それに
基づいてある行動がつくられて行く。その間に
脳の皮質連合野のいくつかの領野が関係して知
覚、記憶、判断、推理、想像、運動など一精神
現象ーがつくられる。これが心であり、心の働
きである。この心の働きはいろんな意識のレベ
ル一無意識から覚醒までーで生起する。
しかしながら人間に賦与される自己認識、自
己触発 (selbstAffizieren)は非常に強力であっ
て、人の行為ー「理性的」認識と実践的行動の
凡てを意識に映し出す。この「自己認識」の能
カー悟性一（ロゴス logos)は実に人間の言語、
話し言葉の発達、独り言、自己による自己への
体性感覚野
図5.認識も行動も内言語過程一記号化と意味づけーにより意識に投影される
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語り、自己意識一意識ーに負うているのである。
?
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大駈左関の閑鮨的藷領野（大駈外面屈）
（数字はプロードマンの傾野番号）
体t1$JtYJ
遍綸,; :I 頭頂葉、全
前頭葉
使9員棄
山鳥重：「：神経心理学入門J1985 
R.M. Goldenson (Ed.) : Longman Dictionary of Psychology and Psychiatry. 1984 
図6.ブロードマンの皮質領野の地図
プロードマンの皮質領野の地図
プロードマンの領野：プロードマン k.Brodmann
1868-1918 は大脳皮質の6層から成る細胞構造のパ
ターンの脳皮質の部域による相違にもとづいてそれ
らの皮質領野を地図に作った。彼は47の領野を確認
した。ーその後、研究者達によって 200以上の皮質
領野が確認され、脳の地図作りは進展した。ープロ
ードマンは自己の確認した皮質領野を機能的術語を
もって(1)運動野： 4,6野 か粒層の発達乏しく錐体
細胞層発達 (2)感覚野：聴覚野41,42野．視聴覚：
17,18,19野、体性感覚野： 1,2,3野.(3)連合野：脳皮
質の運動野と感覚野を除く、広い部域に分けた。
運動と感覚の皮質は皮質下の受容器や効果器、あ
るいはその神経伝道路という末梢部と比較的密接に
連絡していることが明らかにされている。たとえば
聴覚にはコルチ器から側頭葉へ伝道路を経て興奮が
伝えられる、投射野一次的中枢がある。このように
見ると運動と感覚に直接、関係のない大脳皮質の他
の部域は、所謂「精神作用」の働く場と考えられる。
この領域が連合野である。連合野の諸領域は言語の
脳に於ける機能を知るために非常に重要である。運
動野に隣接する部域には運動連合野即ち、 「プロー
カ中枢」がある（プロードマン領野44)、他方、聴覚
野（プロードマン領野41,42)に対して、聴覚連合野
（プロードマン領野22)がある。これがウェルニッ
ケ中枢である。 「連合野には知能、推理、記憶、特
に「言語の能力」の精神活動にとって非常に重要な
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いくつかの領野があることが分かってきた。こうい
うわけで、言語という人間の精神能力の本質を知る
ために、この連合野での何かの異常を脳損傷患者の
行動の異常と関係づける一つの研究法として「神経
言語学」 (Neurolinguistics)と「神経心理学」 (Neuropsy-
chology)が脚光を浴びるようになった。 (R.W.Rieber. 
(Ed.) : Neuropsycohlogy of Lnguage,Plenum. t976) 
2. 言語活動の神経過程
人間が他の動物と異なることを示す本質は、
言うまでもなく、言語を使用する能力にある。
人間の脳には「言語中枢」が特別に発達してい
る。大脳の左半球は優位半球と称され、前頭葉
にブローカ中枢、側頭葉にウェルニッケ中枢が
あり、両者は弓状束（束策）で結ばれている。
人間はこれによって、内言語の神経過程、すな
わち、知覚、記憶、概念、運動を司る神経過程
を経て言葉（外言語）を発し、他者との交信が
可能となるのである。
これによると、意識過程として見る時、人間
の言葉によるコミュニケーションでは、内言語
は外言語の基礎にある重要な過程であることが
分かる。
①内言語の神経過程ー一ー内言語の神経過程を
知るためには、脳皮質における感覚入力を司る
領域と運動出力を司る領域との間に存在する灰
色領域について知らねばならない。
この領域は「連合野」といわれている。感覚
性言語中枢（ウェルニッケ領）と運動性言語中
枢（ブローカ領）の二つの言語中枢が連合野の
中心に向き合って位置している。感覚領域を司
る領域は外言語受信の領域で、一次聴覚野 (41
野）を指す。運動出力を司る領域は外言語の発
信を司る領域で、一次運動野 (4野と 6野の一
部）である。両領域との間に介在する人間の脳
皮質面積の3/4にも及ぶ広い領域に拡がるの
が、 「灰色領域」である。この領域は感覚器と
も、効果器とも直接には繋がらなくてその働き
に不明なことが多いので、このように称される。
ここに於いて生起する神経心理学的事象につい
て知らねばならない。
②連合野について一連合野は人間において、
非常に良く発達している。脳皮質の一つの部位
が他の部位と連合して機能する場であるから、
連合野と呼ばれるのであるが、その働きはコン
ピュータによる情報処理能力と本質的に異なら
ない。
側頭連合野は「知」の精神の座であって、各
感覚野からの情報を統合して象徴過程へ転換す
る。また、知覚、認知（学習ー記憶）、言語、思
考という高次の精神活動を行っていて、この近
くに「感覚性言語中枢」（ウェルニッケ領）があ
る。
側頭連合野にあるウエルニッケ中枢 (22野
後半）は一次聴覚野から伝えられる聴覚情報に
さらに分析を加えて「語音」に識別し、隣接す
る幾つかの領域の協力を得て、語音結合（語）
の意味を理解する。前頭連合野は創造、企画、
感清という意志的精神活動を行う「情意」の座
であり、プローカ中枢 (44野、 45野）は発話の
構音運動のための筋肉運動をさせる、運動野(4
野）へ「語音列」を作る語音順序の運動指令を
立案する。
③角回について—読み書きの象徴作用に重
要な領野、角回 (39野、頭頂葉と側頭葉の交わ
るところ）は視覚中枢（読字中枢）、聴覚中枢、
運動中枢（書字中枢）を仲介する役目を果たし、
重要な神経連絡路となり、言語象徴的思考のた
めの重要な場である。
この角回に病変（脳梗塞等）が起こると、こ
とばの聴覚心像の検索機能が冒されるために、
文字を読むことも、書くことも出来なくなる。
漢字、表意文字の読み書きには、別の連絡路（左
37野）があって、左角回模式は妥当しない。
-62-
：皇頭回
下鸞頭回
中鋼頭回 B: ブコーカ耀域
W:7.: ルニッケ頷ミ
図7 言語野の解剖（大脳左半球外側）
B: プコーカ蝙域
w: ウニ・"'.:...,ヤ嚢ュ
言譴野の鴫綱 (CT*平瓢ii)
I 
＂ 
<xii外i図） <xliiPlilGI> 
図8 高次脳機能の皮質領野の解剖
（数字はプロードマンの皮質領野地図番号）
表 1 運動や感覚の機能局在 （数字は7'IIート・マンの領野）
I. 前頭葉 3. 側頭葉
I) 一次運動野： 4野， (6野の一部） l) 一次聴覚野： 41野
2) 前運動野： 6野， (8野の一部） 2) 二次聴覚野： 42野と 22野の一部
2. 頭頂葉 4. 後頭葉
I) 体性感覚野： 3野，1野，2野 I) 一次視覚野： 17野
2) 二次視覚野： 18野， 19野
表2 高次脳機能その他の機能局在 （数字は7•aードマンの領域）
1. 前頭葉 I 4) 頭頂葉上部：片側→視覚運動失調
I) プローカ領：左44野と左45野 (ataxie optique) 
→プローカ失語 左→純粋失書
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2) 補足運動野： 6野の一部
3) 前頭眼野： B野（眼球運動）
4) 前頭前野：9,10,11,12,32野(B野）
2. 頭頂葉（下頭頂小葉：角回と縁上回）
1) 角回： 39野
左→失読失書、繊念失行、
ゲルストマン症候群
右→左半側空間無視
2) 縁上回： 40野
左→伝導失語、観念運動失行
3) 上頭頂小葉： S,1野
S) 両側上下頭頂小葉後部の広い病変
→ Balint症候群
＊中心領域（中心溝の前後の領域）
→肢節運動失行
3. 側頭葉
1) ゥエルニッケ領：左22野の後半
→ ウェルニッケ失語
2)左側頭葉後下部：左37野
→漢字のみの失読失書
4. 後頭葉
1)左側→純粋失読
2)両側→相貌失認、物体失認
Chusid.J.G. : Corrective Neuroanatomy and functional Neurology.1982 
3 . 個人間対話への個人内（自己）対
話の介入
対話は、対話に参加する二人の当事者のそれ
ぞれ（自己と他者）が、相互に対立する「話し
手」と「聴き手」の役割を交互に取り替えて
進行するように見える。しかし、実態はもっ
と複雑である。
普通の対話においてさえ、その対話に参加し
うる各個人の意識には、単純に現実の身体的行
為としての「発言」と「聴取」という行為の他
に、認知、記憶、象徴、想像などの、精神的出
来事が同時進行している。物理的出来事と精神
的出来事が同時進行しているのである。対話の
当事者の脳内では、ことばを聴いたり話したり
しながら、他方、想像したり思い出したり、批
判したり、予想したりするいくつかの意識（行
為）の流れが同時的（並列処理）あるいは急速
に交互に交替して（直列処理）進行する（意識
の分離）。
人間の最高の意識水準にある事象としての
「対話」はもう少し具体的に説明すれば、次の
ようになる。自己の他者に向かう意識一対象意
識ーを伴う意識的活動（個人間対話）と自己の
自己に向かう意識ー自己意識ーを伴う意識的活
動（個人内対話）が連動して働いているという
ことである。自分の気持ちを口に出して言える
状態にある時他者との対話を享受できる。聴き
手の反応をモニター（監視）して、聴き手に代
わって自己の発言を聴きとり、理解することに
よって、聴き手（他者）がどのように応答する
だろうかを、予想している（内的聴取ー内聴）。
進行する対話に於いて、次々と発信される発話
の流れについて行く為には、聴き手は積極的に
話し手の言葉を聴き取る態勢をとらねばならな
い。それは、次に起こるであろう情報を予想す
ることである。他者の発話の自己生産（内言）
でもある。とにかく「予想」という想像表象を
持たなければ、話し手の語ることを、十分に聴
き取ること（知覚）はできないのである。この
「仮説検証」というべき「内聴」、「内言」機能
によって、現実の他者の言葉（外言）は素早く
効率よく適正に聴取できる。自己は聴取してい
る言葉を批判しながら、自己の応答を如何にす
べきかを、考え、語彙を選択し、文構成を考え、
発話のための「運動指令」を「立案」している
のである。この立案こそ内言で発言直前の体験
ともいえる。個人内レベルに於いて、内言＝内
聴のフィードバック（循環反応）が働いている
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からである。
このフィード・バックは、皮質連合野におけ
る、ブローカ領とウエルニッケ領との緊密な結
合から来るものと考えられている。以上のこと
を、図 9に自己の役割として図 10に心理学的
過程として図示する。
自己
I 
個人内対話
し一 自己（客体）
個人間対話
（主体）発言一~聴取―—~発言
11/l /1↓/ 
（聴く）（主体）（話す） （客体）（聴く）
（内聴） （内言） （内聴）
↓ I ↓ 
他者（客体）聴取—発言―――—聴取
図9 個人間対話に介入する個人内対話における自己の役割
（自己）
（他者）
神経心理学的過程
(7''pーカ領）
「内言」~--(記号化）一——言語系——運動指令―--(主体） <:-一，
| ―六／
丁ーニニ亭'------) (客体）—-感覚分析ーー記憶系ーーー（意味化） -• 「内聴」
言語反応 （りェルニッケ領） 言語刺激
個人内（自己）対話
（外言）
言語刺激
国亘］ー―---------
感覚系
神経生理学的過程
個人内対話
（自己）
?????
????????????????
?????
（外言）
言語反応
-------{亘］
運動系
（他者）
図10 自己の演ずる役割の神経心理学的過程
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r <内言）一~— S (JI、1聴）
(7・. ーカ領）一内言過程ー（りェルニ？ケ領）
（慈識過程）
慈味の記サ化ー認知．息考過程ー記サの店；味化
(encoding) j (decoding) 
(I';]人内対話）
I 
（外言過程）
刺激 S 匡ir.JiJi 反凡; R 
図1 行動における表象媒介過程
4. 自己対話は行動を調整する
内言語過程の神経心理学的過程は知覚・記憶
・認知（理解）一言語・選択・企画（運動）と
いう情報の入力から出力までの情報処理の系で
ある。この「言葉を聴く」一「言葉を話す」た
めに必要な「能性」は一つの統合体として一人
の「人」に賦与されている (T.Herrmann,1985)。
人は、この内言語過程一個人内対話ーという「媒
介過程」を通じて、環境から与えられる信号刺
激を適切に符号化し、内的に情報を保持したり
符号化された信号系を再構成し、一般化と抽象
という変換操作を行って、情報処理を進め、適
切に対処行動することができる。こうして言語
系の個人内コミュニケーション活動は人間の意
識と深い関係を持つ。すなわち運動系（第一信
号系）と言語系（第二信号系）の共同活動のう
ちに、低次の信号系（運動系）の反射的な感覚
刺激の作用に規定された反応とは異なる、一連
の認知ないし思考の活動が加ってくる。人は、
こうして「表象的媒介過程」を介して環境の対
象の意味を意識して知ることによって対象に適
切に対処する行動の可能性を飛躍的に増大させ
る (Osgoodand Sebeok : 「Psycholinguistics」
1965) 
内言（構音運動表象作用）と内聴（聴覚表象
作用）とはフィードバックによって、密接に結
合している。それゆえ、この両者は「内言語」
という一つの過程の二つの異なる側面であると
言ってよい。
5. 内言と内聴の不全について
以上述べた、内言と内聴の不全は、運動性言
語中枢（プローカ領）と感覚性言語中枢（ウェ
ルニッケ領）それぞれに欠陥を持つ者の症状に
見ることができる。
「内言」の不全は、ブローカ失語の患者の
言語症状に見ることができる。
舌や口は自由に動き、声も自由に出せるから、
メロデイーを歌うこともできる。従って、ブロ
ーカ失語は、麻痺性構音障害に見られる発話の
筋肉麻痺から起こる欠陥ではない。ブローカ失
語（運動性失語症）の患者の主たる欠陥は、話
し方の決まり、コード（音素、形態素、それら
要素間の言語連鎖を作る結合規則）を立案する
能力の喪失である。この能力を符号化（記号化）
というが、符号化とは、音素からなる形態素
（語）で、言葉の連辞ーことばの鎖をつくるこ
とであるが、これが障害されてしまう。従って、
文構成の為の構音の指令を立案することが困難
になるので、発言は滞りがちで、緩慢である。
簡単な構文の文や、名詞と動詞の名詞形からな
る文法的形態素を欠いた短い文しか喋らない。
例えば、 「病院、急ぎ、注射」といった文しか
喋れない。 「失文法症」となる。また「かん黙
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症」になったりする。全体的に意欲乏しく、創
意工夫など出来なくなり、自分を見失い、落ち
込むなど人間性に欠ける。自己の喪失一すなわ
ち自己（永遠性）の喪失といえる（うつ状態）。
「内聴」の不全は、ウェルニッケ失語の患者
の言語症状に見られる。
耳は良く聞こえるが、言葉の聴取や理解は困
難で、知らない外国語を聴くようにしか、言葉
が聞こえない。自発的発言は流暢ないし多弁で
あるが、喋ることばは、 「錯語」が多い。 「錯
語」とは、正しい語音列を欠く語である。また、
文の中に使う語の選択も正しくなくて、その意
味を聴き取ることは、難しい。発言が完全に支
離滅裂で、理解できなくなるほど重症になれば、
「片言錯語（失語）」と呼ばれる。言語の音を正
しく聴きとらないで考えることを意味なしに喋
る赤子の片言のように考えることをしゃべる
（そう状態）。・
上述のように、対話における言語活動のメカ
ニズムを脳皮質における、神経心理・神経生理
学的事象として、考察した。それはまた、エロ
スの世界とロゴスの世界に深く関わっているの
である。
第四章 エロスの世界とロゴスの世界
言葉、言葉、言葉でなくて、沈黙ーみことば
（ロゴス logos) をー
1. 悟性的世界
対話における言語活動は外言語による「個人
間対話」である。これは、自己と他者との「交
わり」における「感性的世界」での「生」であ
る。それは、言葉を使う心 (Seele)の働く世
界である。・
また、それと同時に営まれる内言語による「個
人内対話」は自己のその精神的実在（自己自身）
との交わりにおける「悟性的世界」の「生」で
ある。それは、言葉を生成する精神 (Geist)
の働く世界である。内言語による個人間対話も
可能である。もともと内言語あっての外言語で
あるから、個人間対話は内言語に密に結ばれて
おり、あらわな言語活動を外から観察し得ない
状況にあっても、なお言語の伝達機能を果たし
ているように見られる場合ーそれは、魂と魂と
を触れあわせる対話であり、この対話は「関係
の世界」(M.Buber)での事象である。
言葉（外言語）によるコミュニケーションは、
「感性（エロス）」の世界で、人間が生存を維持
するために必要な手段である。何故なら、コミ
ュニケーションが個人間の関係調整に必要な、
情報伝達の手段となるからである。内言語によ
る、 「悟性（ロゴス）」の世界でのコミュニケー
ションは人間が魂と魂の触れ合いを生ずる手段
となる。言葉は精神として、生成されるからで
ある。
ェロスの世界では、他者は自己の経験の対象
物として存在するから、自己と他者の間には、
距離が存在する。これをプーバー図12は「我と
それ（もの）」との関係としている。ロゴスの世
界では、他者は自己の一部であり、自己は他者
の一部であって、両者は一体である。プーバー
はこの関係を「我と汝」の関係と言い、それは
人間（我）と神（汝）との関係の如実な写しで
ある、と言う。図14この二つの世界での自己と
他者との関係の仕方の相違に応じて、言葉は感
性（エロス）の世界では自己と他者の外にあっ
て（外言語）、情報伝達の手段となるが、悟性「ロ
ゴス」の世界では、自己と他者のそれぞれの内
にあって（内言語）、魂と魂を触れ合わせる手段
となる。それは言わば、声無き声を聴くー以心
伝心一ことによって霊的交わり (communion)
に導く言葉である。神は人間の心からの語りか
け（祈り）に対しては心からの応答を与えるで
あろう (M.Buber)。ロゴス世界から生成される
言葉ー内言語ーは「内なる神の前面に祈る」沈
黙の「ことば」である。図14
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自己が自己を反省する自己自身の意識
(consciousness) 
Os: 外言語エロス
B (Broca領）
W (Wemicke領）
ー
ー
•• 
ヽ
ヽ
―` 
Is : 内言語
もの（対象） 我（自我）
Es > < Ich (ego) 
情報の交信
H: 聴覚 communication 
A: 構音運動
awareness: 外からの観察や推理によって物事に
気づくこと
Ich-Duの一体感に結ばれた関係
／ 
（自己）（自己自身）
自己自身は自己に現れ
ペ-ー ノ 自己は自己自身を表す
我――—汝
人の心と思いを自己反省の意識として
自覚 (apperception)する自己直観
consciousness : 内面的に内心の自覚によって
事実に気づくこと
図 12 情報の交信
H: 聴覚
A: 構音運動
皮質運動野
運動性言語中枢 7• pーカ領 B 
感覚性言語中枢 ゲェt:.,ケ領 W 
主体 客体
他者の聴取 ＿一外言語 一他者の発言
図 13 内言語の神経過程
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図 14 祈り一言葉一
「神の霊のあるところに自由あり、われわれは、皆、（心の）ヴェールを取り除かれて、現前される
神の霊（神）に向かうとき、鏡のように主の栄光をわたしたちの中に映し出しながら主の霊によっ
て栄光から栄光へと進むとき、わたしたちは主と同じ姿に変えられる」(Iコリント 3-17-18)
2. 祈り
人間は身体が生きるために空気を呼吸するよ
うに、自己存在の可能性を神に祈る。神に祈る
時、自己は精神に生きている。 「神には一切が
可能である」ことを信ずるものとなり、神との
交わりに入ることを許される。
「これは人には能はねど、神は凡てのことを
なし得るなり」（マタイ 19•26)
人間は、身体が呼吸することによって、絶え
ず新しくされるように、魂は絶えず祈ることに
よって、神を仰ぎ、日々新しく生かされる。
「絶えず祈りなさい。凡てのことに感謝しなさい。
これが、キリスト・イエスに結ばれている、あなた
方に神が求められることである」 (I テサロニケ 5•17
-18) 
自己が神に祈る「ことば」は自己が神と関わ
る能力である。その祈る「ことば」は、思想を
伝えるための、単なる伝達の手段ではない。祈
りの言葉には人を神に結ぶ力がある。言葉その
ものが神意を顕示する不思議な「しるし」とな
る。祈りの言葉は伝達される必要はない、ひた
すら心に念ずればよい一静寂一。祈る「ことば」
の一つ一つに神の霊が臨在する。図14
磯城島の大倭の国は、言霊（ことだま）の助くる
国ぞ、まさきく（幸いで）ありこそ
紀貫之
自己（我）は超越者（汝）との凡ゆる仲介物
を排した出会いにおいて自己自身となり、精神
(logos一言葉）に生きる。そのとき、耳には
聞こえないが、その「汝」の声を聴きとり、そ
の語りかけに応答し得る。図14
自己（我）が超越者（汝）に応答し得るとき、
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人間は「関係」（我一汝）の中に立ち、精神に生
きている。精神は「我」の中にではなくて、「我」
と「汝」との間にある。この関係に立つ能力に
よってのみ、人間は精神 (logos) に生きるこ
とが出来る。
3. 人間は精神に (en)生きている
キエルケゴール (S.A.Kierkegaard) は、 「人
間はいつでも自己自身の存在可能性を心に懸け
ている存在である」という。自己は実に自由に
自己自身になるべきものであるが、自己が精神
に生きるまでには自己の本質は根底から揺さぶ
られる。しかし、精神の本質は自覚であり、自
由である。自覚（自己意識）とは、主体が他者
としての客体を主体化することである。そこに、
自己の在り方を自ら決定する自由な主体性があ
る。かくて人間は自分という狭い殻を破り、外
なる世界に働きかけ、そこに映し出されるもの
に自分の真の姿を見ることができる。自己意識
とは他者の内に自己を見ることである。犬や猫
は鏡に映し出される自分の姿を見せられても、
そこに自分の姿を見ない。自分に気づかない、
自分を知っていない。人は、他者に知られ、他
者を知ることによってのみ、自分自身を知るこ
とができる。それゆえ、自己存在は他者の存在
にかかっているのである。
立ち向かう人の姿は鏡なれ
己が姿を映してや見ん （作者不明）
人間が自己存在の可能性を選ぴ取るというこ
とは、真の他者との出会いになる。自己は他者
との対立を克服し、真の自己を見い出し、自覚
に至る。
「死に至る病」からの癒し
人間はいつでも死に直面して、一切のものから引
き離され、拠る辺なき自己として、不安に脅えてい
る存在（現存在）である。併し、自己の存在はもと
もと存在の可能性一永遠性ーに基づいて可能であり、
永遠の生は一切の個我の生が生まれ出る源泉である。
人間の内なる永遠者すなわち「自己」の死に至る
病一絶望と呼ばれるーは、日常、見かける病気であ
って、人々の恐れる死の前にさえ、しかも何時でも
訪れる。しかし、人間の精神にある「自己」は肉体
が病気で死ぬのと同じようには死ぬことはできない。
この病は人間の最も尊い部分を侵しており、人間を
永遠の死に導く。しかし、この病は永遠なる自己を
喰い尽くすことはできない。それゆえ死は無限に続
く。人間は死によってこの病から救われ得ない。
「死に至る」人間は、それにも拘わらず、世の人
(das Man.M.Heidegger)に成り下がって「真の自己」
を取り逃がしている。しかも自己（永遠者）の死を
気遣ってもいない。 「世の人」は当然、如何なる自
己をも持っていない。自己自身を知っていない。従
って「彼等はその他の点では如何に「利己的」であ
ろうとも、精神的な意味では、何らの自己ーその為
に一切を賭け得るような自己（神の次に永遠なるも
の）を彼等は持っていない。」 (S.A.kierkegaard:[Krank-
heit zum Tode] (斉藤信治訳：「死に至る病」岩波文
庫））
「世の人」は地上の宝の喪失については語るが、
この貴重なものの喪失については語りもせず、気づ
いてもいない。彼らは世の人々はどのように生きて
いるかを見て、その真似をする。 「日曜日には教会
へ行って、牧師の説教を聴き、理解する。・・..彼
は死ぬ、牧師は IOドル貰って、彼を不死の世界へ導
いてやる。ーところが彼は「自己自身」でなかった
のだ。彼は自己自身になっていなかった」（キェルケ
ゴール前掲書）
4. 自己・意識・言葉
人間として「有限」の自己にとっては、自分
が自分である、と云うことは、自分が自分を自
分である、と認めることであり、これに確信が
なかったら、人間は不安で生きていられない。
何故なら自己は「永遠」に生きるべく定められ
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ているからである。
自己にとって、自己が自己自身であるために
は、自己は自己自身に関わらねばならない。自
己自身によって、触発されねばならない。それ
によって、人間は自己自身を意識している。つ
まり、自己とは、 「自己意識」に他ならないの
である。
人間の意識は対象によって感性的に触発され
ねばならない。それによって、自己自身（こと）
が自己（もの）として認知されるのである。自
己は客体化され選ばれ、意識化された（もの）
である。つまり、「こと」（自己自身）は「もの」
（自己）に現れ、 「もの」は「こと」を表す。
ところで時間は自己が自己自身に関わること
を可能にする。今、在る「わたし」（自己）は、
これまで在った「わたし」（自己自身）であり、
これから在るべき「わたし」（自己自身）である。
自己は自己自身と異なるものでありながら、同
じものである。一自己の「対自存在」(fir sich 
sein)であること一「わたし」とわたし自身と
は二つにして、一つである。私は私の存在の不
変（同一性）を信じて疑わない。自己はいつで
も変わることなく、同一で唯一の自己である。
（木村敏： 「時間と自己」 p.75)
人間が「こと」を自己として実現するために
は、自己自身を意識する仕方ー自己触発が必要
である。自己触発は「ことば」を使用すること
によって可能となる。独り言でも、自分が自分
の話すのを聴くという現象を通して、自分が自
分自身を意識するのである。これが自已意識で
あり、 「ことば」は自己触発により、 「こと」
の自己実現を可能とする。自己への語りかけは
自己自身を意識させる。
しかし乍がら、自己への呼びかけは、自己に
よって応答される（自己対話）。それゆえ語る自
己は語られる他者であり、語る他者は語られる
自己である。、これは主体と客体の一致は「我（自
己）と汝（他者）」の一体である、と云うこと一
「我一汝」(Ichund Du, M, Buber)ーを証しする、
こととなる。これは、自己が自己自身である、
と云う「こと」の明証となる。図14
自己ということと、言語との間には、深い関
係があり、人間の言語は、単なる記号と異なっ
て、 「ことば」は「こと」を表し、すなわち「自
己」を表現するのである。
自我哲学（絶対我 (absolutes Ich)は凡ゆる
人間知の根源にあり、意識を成立させる根本活
動であるとする、 「知識学」の創始者、フィヒ
テ (JohannGottlieb Fichte)は、自分の子ども
が自分から「わたし」(Ich) と云えるようにな
るまで、名前をつけなかった、と云う。
第V章 自己である精神と神との関係
自己は自己が神に対して自己であることによ
って新しい存在になる。自分が神の前に現存し
ていることを意識するに至るとき、自己は無限
の実在性一精神的実在ーを獲得するに至る。「人
間は自己が自己に関わると同時に、超越者に関
わる存在（実存）である。」(K.Jaspers)
キエルケゴールによれば、 「人間とは精神で
あり、精神とは自己であり、自己とは自己自身
に関係する関係（自己意識）である。自己をこ
のように関係として措定したものは、神である
（三渡幸雄編「哲学小辞典」）p.75」という。
1. 霊と魂
人間（魂）は世界との出会い（触発）一意識
することーによって、自己の実存に気づかされ
る。それゆえ、自己の本質は精神一霊 (Geist)
である。サルトル (J.P.Sartre)は「わたしはわ
たしが存在しないところ（霊）のものであり、
わたしが存在するところ（魂）のものではない」
と「存在と無」の中で述べているが、それは、
「わたしはわたしである」という人間の自意識
における自己存在の「対自的構造」を述べたも
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のである。果たして、確かに「自己（魂）が自
己自身（霊）である」ことは、自己存在のため
の基本条件であるが、自己が自己自身となるた
めには、自己の自己からの「超出」(M.Heideg-
ger) ー自己（主体性）の転換ー（ガラテア 2•20)
がなければならない。
「生くと云えども生くるは我にあらず、キリスト
こそ我が内に在りて生き給うなれ」「われ肉体に生く
といえども、我を愛し我がために己を渡し給いし神
の御子の信仰において生くるなり」（ガラテア 2•.20)
「肉にある私（信仰者）」一魂ー は、「キリストにある私
（キリスト者）一霊ーである、と云うことである。
図15 わたしは（わたし）である
「真の自己」を知り、神を識る---GNOSIS—
「人間の本性一人間を組成する本質的要素として
ーは、体 (sooma) と魂 (psychee) と霊 (pneuma)
よりなる。体と魂は物質的なものであり、 「地」か
ら来るものであるが、霊はその起源を神から発し、
人間の内に働く尊い神の御業として「火花」（活力）
を持っている。しかし、この火花に、眠っている人
は気づいていない。それゆえ人間は「真の自己」を
知ることによって、霊の存在に覚醒させられ、啓示
されねばならない。」（神智学派 (Gnosis)の；「人間
学」）。「霊」はまた現実の世界から遠ざけられている。
「神智学派」 (Gnosis)の目標はこの「霊」（内なる人）
をその奴隷状態から現実の世界へ解放することであ
る。この解放は人間の起源を知ること一人間の本質
は神の本質と同じであることを知ることーである。
それは、人間の現在の自己は真の現実の自己から遠
く離れていることを知ることによって完成される」。
人間の現在の自己は真の自己でないことを知ること
は「救い」である。そして「知ること (Gnosis) と
は、原理として「自己一知」すなわち「真の自己」
を知ることである。 （神智学派の「終末論」） (Richard 
SZIPPL : A study in the conflict between Christianity and 
Gnosticism. 南山神学別冊1 1982 P.116) 
「一切の生の目的は神を識ることにあり、その極
致は神と魂との合体にある。この合体は、人間一魂一
の中にある超自然の部分すなわち霊の火花一神の御
業である一によってのみ可能である」(M.J.エックハ
ルト MeisterJ. Eckhart) (Meister Eckhart: Vom Wunder 
der Seele, Eine Auswahl aus den Trakten und Predigten. 
Reclam) 
「あなた方は自分の「古い自己」（魂）をその行い
とともに脱ぎ捨てて、 「新しい自己」（霊）に着がえ
なさい。この「内なる人」（真の自己）は創造主の心
（神の愛）を知ることの深まるにつれて次第にその
御姿（像）に化せられてゆく」（コロサイ 3•9-10)
図15
2 . 対話は祈り 一神への語りかけー
人間の「独り語り」と思いは、人間の自己の
可能性を、世界へ自由に開かせるのである。意
志的で主体性のある言葉を使用する人間を世界
に目覚めさせ、真の他者（超越者）との出会い
を可能にし、内に向けては自己自身の実在を考
えさせる力を与える。 (M.Heidegger) 
人間は神との対話一祈りーにおいて、 「神」
に直面し、真の自己を観想する。
人間は世界に没入していて、自己を失ってい
たり、また自己の殻に閉じこもって世界の外に
出てしまっていたら、神を見いだすことはでき
ない。自己の全存在をもって神の前に歩みでて、
世界の存在一切を神に帰せしめる者だけが、神
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の語りかけに応答することができる。しかし、
人間は、一つの存在を互いに分かち合う関係
(koinoonia) にあって「我」と云うことが出来
るようになるまでは、神を「汝」と呼ぶことは
出来ない。 「我と汝」の他に「我」だけが在り
得ないからである。
「わたしたちは「神の子」とされる霊を受けたの
です。それによって、わたしたち（「我」）はアバ（お
父さま）、父よ（「汝」）と呼びます」（ロマ 8•15-16)
神を「汝」と呼ぶ者は、神の前では、全くの
ひとり、単独者（「自己自身」）である。
神は自己の中の「我」に現れる現象ではなく、
自己の外の「我」に現れる、 「我」の「汝」で
ある時、初めて「我」は神との語らいを体験す
る。図 14
人間は単独者として、全世界の中でひとり、
神の御前にただひとり、前人未踏の荒野を神の
御前に祈りを持って道をひらき進まねばならな
いーマナランシュ (A.Manalanche)。
(Andre Manaranche : Jecrois en Jesus-Christ au-
jourd'hui Editions du Seuil,1968) 
「汝、国を出て汝の親族に別れ、汝の父の家を離
れて、我が汝に示さんその地に至れ」（創世記 12-1)
「わたしと父、わたしたちは一つである」
（ヨハネ 10•30)
かくして、「神は人間の心からの語りかけ（祈
り）に対しては、心からの応答を与えられるで
あろう」(M.Buber)
3. わたし（自己）と神
-「太初にみことば（ロゴス）があった。みこと
ばは神と共にあった。みことばは神であった」一
（ヨハネ 1•I)
人間はひとり、神の御前に立つ覚悟と能力に
よって、自己を自己でない存在に関係づける。
それによってのみ、精神（言葉、ロゴス）に生
きることができる。その時、神は人間に直接に、
間近に、持続的に、向かいあって(enpresence) 
存在する。
神の声を聴く
人間は、神の声を聴くとき、神に全身全霊を
傾け、全面受容の態度をとらされ、「自己放棄」
へ導かれる。そのとき神と人間を一体化する緊
張体系が成立する。そして神の言葉は、限りな
く自己に近く聞こえる。自己それ自身と区別の
つかぬ場所に。ー自己は、そこにもう一人の自
己を見出すであろう。
「たしかに、神は「全き他者」であるが、神
はまた、 「全き同一者—ーー全き現前者」である。
たしかに、神は出現し、圧倒する。遠く離れた
恐るべき神秘であるが、「神」はわたし（自己）
のわたし（自身）に対するよりもわたし（自己）
に近く存在する「自明なる神秘」である。」(M.
Buber DIE SCHRIFfEN UBER DAS DIALO-
GISCHE PRINZIP 1. 1923-1932田口義弘訳「対
話的原理 l我と汝・対話」， 1967p.104) 
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